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金沢政策フォーラム
必中の矢を射抜く

参
院
選
勝
利
！
衆
院
は
「
常
在
戦
場
」

内閣官房副長官の重責を担う

令
和
初
の
組
閣
で
就
任

岡
田
直
樹

国家の中枢で全力

　
岡
田
直
樹
参
院
議
員
は
９
月
11
日
、
第
四
次
安
倍
再
改

造
内
閣
の
発
足
に
伴
い
、
内
閣
官
房
副
長
官
に
就
任
し
た
。

令
和
の
新
時
代
を
迎
え
て
初
の
組
閣
で
国
家
の
中
枢
で
あ

る
首
相
官
邸
に
入
り
、
安
倍
晋
三
首
相
、
菅
義
偉
官
房
長

官
を
支
え
て
政
権
の
屋
台
骨
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
る
。

　
遠
く
小
さ
な
的
を
見
据
え
て
、
弓
を
引
き
絞
り
矢
を
放
つ
よ
う
に
、
あ
す

の
日
本
と
郷
土
の
た
め
に
働
き
た
い
。
岡
田
直
樹
ら
石
川
県
関
係
国
会
議
員

は
結
束
し
て
日
々
、
戦
い
に
挑
ん
で
い
る
。

　

官
房
副
長
官
は
首
相
、
官
房

長
官
と
と
も
に
首
相
官
邸
に
常

駐
し
て
内
政
、
外
交
の
全
般
を

担
当
す
る
こ
と
か
ら
、「
準
閣
僚
」

と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

岡
田
直
樹
は
石
川
県
議
会
議

員
を
経
て
平
成
16
年
７
月
、
参

院
選
で
初
当
選
し
、
現
在
当
選

３
回
。
こ
れ
ま
で
に
政
府
で
は

国
土
交
通
政
務
官
、
財
務
副
大

臣
を
務
め
、
国
会
や
党
務
で
は

参
院
国
土
交
通
委
員
長
、
自
民

党
幹
事
長
代
理
、
参
院
幹
事
長

代
行
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

岡
田
副
長
官
は
就
任
直
後
か
ら
、
安
倍
首

相
の
臨
時
国
会
所
信
表
明
演
説
の
取
り
ま
と

め
を
担
当
し
、
官
邸
の
記
者
会
見
に
立
ち
、

参
院
予
算
委
員
会
で
は
蓮
舫
議
員
の
質
問
に

答
弁
す
る
な
ど
、
首
相
、
官
房
長
官
の
分
身

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

危
機
管
理
も
重
要
な
任
務
で
、
北
朝
鮮
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
は
国
家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
対
処
し
、
相
次
ぐ
台
風
災
害
で

は
非
常
災
害
対
策
本
部
に
張
り
付
き
、
不
通

と
な
っ
た
北
陸
新
幹
線
の
復
旧
に
も
努
め
た
。

　

10
月
22
日
の
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
の
前

後
に
は
訪
日
し
た
各
国
の
首
脳
級
と
安
倍
首

相
の
会
談
に
30
回
余
り
同
席
し
、
外
交
面
で

の
補
佐
役
を
こ
な
し
た
。

　

令
和
最
初
の
国
政
選
挙
と
な
っ
た
7
月

の
参
院
選
で
は
、
与
党
が
過
半
数
を
大
き

く
上
回
っ
て
勝
利
し
た
。
石
川
県
選
出
の

山
田
修
路
氏
は
大
差
で
再
選
を
果
た
し
、

全
国
比
例
で
も
多
く
の
自
民
党
議
員
の
中

で
宮
本
周
司
氏
（
石
川
県
出
身
）
が
再
び

議
席
を
獲
得
し
た
。
山
田
氏
は
参
院
国
会

対
策
副
委
員
長
、
予
算
委
員
会
理
事
に
就

任
し
、
宮
本
氏
は
経
済
産
業
大
臣
政
務
官

と
し
て
初
め
て
政
府
入
り
し
た
。

　

一
方
、
衆
院
で
は
文
科
大
臣
経
験
者
の

馳
浩
氏
（
石
川
1
区
）
が
自
民
党
教
育
再

生
実
行
本
部
長
と
し
て
力
を
発
揮
し
、
佐
々

木
紀
氏
（
石
川
2
区
）
は
国
土
交
通
大
臣

政
務
官
と
し
て
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
国
土

の
基
盤
整
備
に
意
気
込
む
。
西
田
昭
二
氏（
石

川
3
区
）
は
衆
院
国
会
対
策
委
員
会
で
経
験

を
積
み
、
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

参
院
選
は
乗
り
切
っ
た
が
、
衆
院
は
い
つ

解
散
総
選
挙
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
「
常
在

戦
場
」
の
宿
命
に
あ
る
。
政
治
の
安
定
な
く

し
て
国
民
生
活
の
安
定
な
し
。
日
本
と
郷
土

の
安
全
を
守
り
、
発
展
を
期
し
て
、
石
川
県

関
係
国
会
議
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

菅
官
房
長
官
に
代
わ
っ
て
記
者
会
見
に
臨
み
、
質
問
に
答
え
る

岡
田
直
樹                                

＝
10
月
7
日
、
首
相
官
邸
会
見
室

弓
道
の
初
歩
を
学
び
、
精
神
を
集
中
す
る
岡
田
直
樹
　
　
＝
9
月
7
日
、
石
川
県
立
武
道
館

閣議直後、安倍首相、菅官房長官とともに副大臣会議
に臨む岡田直樹　　　　　       ＝9月 13日、首相官邸

通常国会開会式で気合い
を込める県関係国会議員
　　　　　　　＝国会内
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　「
平
日
も
週
末
も
な
く
官
邸
内
外
を
走
り
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
石
川
を
思
い
続
け
て
い
る
」。
内
閣
官
房
副
長
官
に
就
任
し

た
岡
田
直
樹
は
内
政
、
外
交
の
両
面
で
諸
課
題
に
向
き
合
い
、

国
会
や
与
党
と
の
つ
な
ぎ
役
も
務
め
て
い
る
。
早
朝
か
ら
深
夜

ま
で
服
を
着
て
い
る
た
め
「
副
長
官
は
服
長
官
」
と
い
う
洒
落

も
あ
る
激
務
だ
が
、
合
い
間
を
縫
っ
て
北
陸
新
幹
線
や
金
沢
港

の
建
設
現
場
に
足
を
運
ぶ
な
ど
郷
土
の
発
展
に
も
心
を
砕
く
毎

日
で
あ
る
。

内政外交の課題に挑戦 官邸にありて石川思う
写
真
特
集

岡
田
副
長
官 
奔
走
の
日
々

多
忙
極
め
る「
服
長
官
」？

安
倍
首
相
と
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
に
出
席
し
た
王 

岐
山
中
国
副
主
席
の
会
談
に
同
席
す
る
岡
田
直
樹
。
首

相
の
外
交
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
も
副
長
官
の
職
責
で
、

海
外
ま
で
同
行
す
る
機
会
も
多
い

＝
10
月
21
日
、
東
京
・
元
赤
坂
の
迎
賓
館

就
任
後
、
初
め
て
石
川
県
入
り
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
設

が
進
む
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
の
現
場
を
視
察
す

る
岡
田
直
樹
。
右
は
佐
々
木
紀
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

＝
10
月
5
日
、
北
陸
新
幹
線
手
取
川
橋
上

衆
院
内
閣
委
員
会
で
所
信
を
述
べ
る
岡
田

直
樹
。
衆
参
両
院
で
内
閣
を
代
表
し
て
答

弁
す
る
職
責
も
負
っ
て
い
る

＝
10
月
18
日
、
衆
院
第
一
委
員
室

石
川
県
内
の
市
長
、
町
長
ら
よ
り
社
会
資

本
整
備
の
要
望
を
受
け
る
岡
田
直
樹
。
執

務
室
に
は
国
や
地
元
の
各
界
か
ら
多
く
の

面
会
者
が
訪
れ
る

＝
10
月
29
日
、
首
相
官
邸
副
長
官
室

全
国
各
地
か
ら
日
本
の
美
を
世
界
に
発
信

す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
博
」
の

意
義
を
語
る
岡
田
直
樹
。
政
府
主
催
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
ま
と
め
役
も
務
め
る

＝
10
月
29
日
、
東
京
・
日
本
橋
の
百
貨
店

自
民
党
役
員
会
で
党
総
裁
で
あ
る
安
倍
首
相

の
脇
を
固
め
る
岡
田
直
樹
。
政
府
と
与
党
を

つ
な
ぐ
こ
と
も
重
要
な
任
務
で
あ
る

＝
10
月
1
日
、
自
民
党
本
部


